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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

本校で開設する公開講座・技術研修会などの地域貢献活動や，図書館や体育館などの施設を地域住

民へ開放する地域福祉への貢献活動といった「正規課程の学生以外に対する教育サービス」を行う目

的は，以下のとおりである。 

 

（１）各学科の専門性を活かした公開講座・出前講座などを通して，小中学生等にはものづくりや科

学などへの啓蒙を行い，一般社会人には生涯学習の機会を与えて地域に貢献すること。 

（２）学校の施設を開放することによって，設備の有効利用と地域住民の福祉に貢献すること。 

（３）研究生，聴講生，科目等履修生等の受け入れ制度によって，学習する機会を提供し，その要望

に応えること。 
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２ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学

生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，公開講座・出前講座などの校外向け講

座，研究生・聴講生等の制度による学習機会の提供，図書館などの施設開放などを以下のような内容

で計画的に実施している。 

本校で実施している公開講座等の校外向け講座は，『公開講座』『出前講座』『ジョイント講座』

の３つに大別される（別添資料Ｂ－１－①－１）。 

『公開講座』は，主に米子高専の施設設備を活用して行う講座で，受講者の募集・受付を総務課企

画協力係で行い，当日の運営も本校のスタッフで行う形態の講座である。平成18年度に実施した公開

講座の一覧を資料Ｂ－１－①－１に示す。小中学生から社会人まで幅広い年齢層向けの講座を開講し

ており，内容も理科系のみでなく，図書館情報センターが実施する「文化セミナー（資料Ｂ－１－①

－２）」などの文化系の講座も開講するなど多様なものである。図書館情報センターの端末室を活用

した「初心者のためのパソコン教室」や，ものづくりセンターの設備を活用した「ミニたたら製鉄に

よるものづくり教室」などでは，地域住民へ学校施設を開放し，有効利用している。平成12年以降，

公開講座の実施件数は，年間10件前後と年度ごとに変化はないが，これは多年にわたって公開講座を

実施し，年度ごとに内容を改善してきた結果である（資料Ｂ－１－①－３）。 

『出前講座（資料Ｂ－１－①－４）』は，平成17年度から正式に開講した講座である。本校で企画

した講座に対して他機関・他団体からの講師派遣依頼を企画協力係にて受付，校外の施設にて実施す

る形態をとっている。本校は派遣依頼の募集及び講師の派遣のみを担当し，受講者の募集や当日の運

営などは他機関が行う形式のものである。出前講座では，幼稚園児から対象とする「こども科学体験

教室（資料Ｂ－１－①－５）」から，高齢者を対象とする高齢者対象の「あなたの骨は大丈夫（資料

Ｂ－１－①－６）」まで，前述の公開講座以上に幅広い年齢層へ対応しており，内容も多岐にわたっ

ている。平成18年度の実施件数は43件となり，前年度の16件から約2.7倍に急増した（資料Ｂ－１－

①－３）。この増加は，小学校の保護者会や公民館などから小学生向け理科系講座への高い需要があ

り，それに応えた形で講座内容を企画・計画したことによる。 

『ジョイント講座（資料Ｂ－１－①－７）』は，他機関・他団体と共同で講座内容を企画するもの

で，受講者募集・広報・会場運営のほとんどを他機関が行い，本校教員が講師を務める形態をとって

いる。平成18年度までに，米子市児童文化センターなどとの連携により「天体観測会（資料Ｂ－１－

①－８）」を行ってきた。平成18年度の実施件数が９件と急増した（資料Ｂ－１－①－３）のは，他

機関との連携が強化されたためで，平成19年１月には，財団法人米子市教育文化事業団との連携協定

（資料Ｂ－１－①－９）を正式に結び，平成19年度から「天体観測会」以外の新たなジョイント講座

も計画している。 

これらの公開講座等の計画は，各講座の主担当となる教員もしくは技術職員らが立案し，講座を実

施する前年度の２月末頃までに公開講座等実施計画書（資料Ｂ－１－①－10）」を作成して地域共同

テクノセンター（以下テクノセンターと記す）へ提出する。テクノセンターではこれらの計画書と他

行事等の日程を考慮して各講座の日程などを調整・決定し，全公開講座等の計画案を作成する。計画
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案は学科長会議での承認を得ることで開講が正式決定される。公開講座・出前講座等の情報は，「イ

ベントガイド（資料Ｂ－１－①－11，別添資料Ｂ－１－①－１）」を作成し校内外へ配布している他，

新聞のイベント告知欄や本校Webページなどで告知している。 

公開講座等の教材費等は受講者の負担となるが，公開講座「中学生のためのやさしい電子制御回路

教室」は財団法人マツダ財団（資料Ｂ－１－①－12）の助成を，出前講座「こども科学体験教室」の

１テーマである“見える見えないひかりの不思議”の教材開発には財団法人理工学振興会（資料Ｂ－

１－①－13）の助成を受けるなどして受講者の経済的負担を軽減する方策をとった。 

上記の講座以外にも，教務部が主体となって中学校３年生を対象とした学校体験入学「オープンキ

ャンパス」を行っている（資料Ｂ－１－①－14）。例年，年１回７月下旬に各学科の実験を体験する

催しを実施していたが，平成18年度からは，７月と11月の年２回の実施とし，11月には一般科目の模

擬授業も行った。 

また，経済産業省の委託により鳥取県が取り組んでいる「液晶ディスプレイ関連産業における製造

中核人材育成事業」に連動した「高校生向け液晶講座」の教材作成を平成18年度の受託研究として行

った（資料Ｂ－１－①－15）。この教材は，平成19年度以降に鳥取県主催で実施される講座で利用さ

れ，地域貢献に寄与する。さらに，平成19年度には，地域企業人の育成を目的として，メカトロニク

ス制御技術等を修得するカリキュラム作成と実践を行う「高専等活用中小企業人材育成事業」の計画

を中国経済産業局へ提案している（資料Ｂ－１－①－16）。 

一般市民へ広く開放している本校の施設に図書館と体育館，グラウンド等の体育施設がある。一般

市民が図書館で受けることができるサービスは資料の閲覧及び借用等であり，利用可能時間も平日９

～20時，土曜日10～15時と本校の学生・教職員と同様のものである（資料Ｂ－１－①－17）。本校図

書館は，鳥取県立図書館，米子市立図書館と連携し，互いの蔵書を相互に貸出可能なシステムとして

いるため（資料Ｂ－１－①－18），県東部に位置する遠方の県立図書館から県民が本校の蔵書を利用

することが可能である。体育施設については，本校の教育活動に支障が出ない範囲で，市民団体等に

開放している（資料Ｂ－１－①－19）。 

研究生，聴講生及び科目等履修生制度は，学則第58～60条に定めており（資料Ｂ－１－①－20），

正規課程の学生以外の方にも本校の授業の受講機会を提供している。平成18年度からは，米子高専振

興協力会（資料Ａ－１－①－４～６，８～９ページに前出）の会員企業の社員を対象とした「お試し

講座」を開設した（資料Ｂ－１－①－21）。この講座では，本校専攻科で開講している講義を無料で

受講し，専門技術等を学習する機会を提供，社員個々の技術及び基礎知識のレベル向上，連携強化を

目的としたものである。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

正規課程の学生以外に対する教育サービスとして，公開講座等の学外向け講座を幅広い年齢層を対

象に多様なテーマで計画的に実施し，地域社会に生涯教育の場を提供している。また，図書館などの

施設開放や研究生・聴講生などの制度設置により本校のリソースを地域社会に還元することで地域貢

献を果たしている。 
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資料Ｂ－１－①－１ 平成 18 年度『公開講座』一覧 

 

 

（出典 平成 18 年度地域共同テクノセンター活動記録）
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資料Ｂ－１－①－３ 各種講座の開講数の推移 

   

 

 ジョイント講座件数・受講者数 

  18 年度 

件数 9 

受講者数 227 

（出典 平成 18 年度地域共同テクノセンター活動報告） 

資料Ｂ－１－①－２ 文化セミナーポスター 

 

（出典 図書館情報センター「文化セミナー」ポスター）
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資料Ｂ－１－①－４ 平成 18 年度『出前講座』一覧 抜粋 

 

（出典 平成 18 年度地域共同テクノセンター活動報告）
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資料Ｂ－１－①－６ 「あなたの骨は大丈夫？」新聞記事 

 

（出典 日本海新聞 平成 18 年 12 月７日付）

資料Ｂ－１－①－５ 「こども科学体験教室」新聞記事 

 

（出典 日本海新聞 平成 18 年５月７日，12 月 18 日付）
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資料Ｂ－１－①－８ 

  「天体観測会」新聞記事 

（出典 日本海新聞 平成18年10月14日付）

資料Ｂ－１－①－７ 

 平成 18 年度『ジョイント講座』一覧 

 

（出典 平成 18 年度地域共同テクノセンター 

活動報告）
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資料Ｂ－１－①－９ 「財団法人米子市教育文化財団との連携協定」連携協定書と新聞記事 

米子工業高等専門学校と米子市教育文化事業団との 

包括連携協力協定書 

 

 米子工業高等専門学校と財団法人米子市教育文化事業団は，次のとおり包括連携協力協定を締結する。 
 

（目的）  
第 1 条 本協定は包括的な連携のもと，相互に協力し，地域社会の教育文化の振興・発展に寄与することを目的

とする。 
 

（連携・協力内容） 

第２条 両者は，前条の目的を達成するため，次の分野について，連携・協力するものとする。 

 (1) 地域の特性を生かした特色ある文化の創造と活性化に関すること。 

 (2) 自然を愛し科学や芸術を尊び，健康かつ明朗でたくましい児童の育成に関すること。 

 (3) その他前条の目的を達成するため必要な分野に関すること。 

（有効期間） 

第３条 本協定の有効期間は，締結日から１年間とする。ただし，本協定による有効期間満了の日の１月前まで

に，両者から何らかの申し出がないときは，更に１年間更新するものとし，その後も同様とする。 
（協議）  
第４条 本協定に定めるもののほか，連携・協力の具体的事項及びその他必要な事項については，両者が協議して

別に定めるものとする。 

 本協定締結の証として本書を２通作成し，署名押印のうえおのおの１通を保有するものとする。  
       
    平成１９年 １月１８日  

 

米子市彦名町４４４８番地 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

米子工業高等専門学校長 

          （署  名）水 島 和 夫 
 

米子市末広町２９３番地 

 財団法人米子市教育文化事業団 

  理事長 （署  名）小 林 道 正 

（出典 総務課企画協力係資料）

 

（出典 山陰中央新報 2007 年１月 19 日付）
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資料Ｂ－１－①－10 公開講座等実施計画書の例 
平成１８年度 公 開 講 座 等 実 施 計 画 書 

イ ベ ン ト 名 中学生のインターネット教室 

開 催 会 場 校内（情報教育施設の端末室）  その他（            ） 

開 催 期 間 平成１８年８月１９日（土） ～ 平成１７年 ８月２０日（日）（２日間） 

時 間 帯 ・ 時 間 数  １０時００分 ～ １６時００分   １０時間 

受 講 対 象 者  中学生 

募 集 人 数  １５人 

傷 害 保 険  必 要     不 要 

趣 旨 及 び 目 的 

中学生に，楽しみながらインターネットの仕組みやネットワーク利用の方法お

よびルールとマナーを学んでもらいます。さらに，自分だけのホームページをつ

くり、画像・動画の作製・編集や CGI を用いたコンテンツ作製についてわかりや

すく解説・実習を行うことにより、パソコンおよびインターネットの正しい利用

方法を学んでもらうことを目的としています。 

実 施 主 体 米子工業高等専門学校 図書館情報センター      （共催：        ） 

区   分 員 数 単価（円） 金額（円） 備 考 

謝 金     

旅 費     

物品費     

テキスト    25       2,500       62,500 市販書籍 

 フロッピーディスク    20         100        2,000  

修了証書     25         200        5,000  

     

     

     

要 求 額 内 訳 

合   計         69,500  

職  名 氏  名 時間数 備    考 

講 師 予 定 者 

職名･氏名･時間数 

機械工学科  助教授

電気情報工学科助教授

物質工学科     助手

電気情報工学科助教授

技術専門職員 

矢壁正樹 

新田陽一 

岡部勇二 

小川覚美 

遠藤 收 

   10 

   10 

   10 

   10 

   10 

 

◆継続して実施している場合の前年度との変更点（企画，実施形態等） 

 ホームページ作製を体験し、インターネットの正しい使い方について講義を行

う。また、土日曜日の方が参加しやすいとの声があったので、これに応じた。 そ の 他 

◆その他 

（出典 総務課企画協力係資料） 
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資料Ｂ－１－①－11 イベントガイド表紙 

 

（出典 総務課企画協力係発行 平成 19 年度「イベントガイド」）
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資料Ｂ－１－①－12 財団法人マツダ財団助成 報告書 

所属機関名

申請代表者
役職

フリガナ
氏名

印

助成事業名

日時：平成18年7月26日（水）13：00～16：30 左記計画通りに開催。参加人数は両会場合計で１０名参加。
場所：鳥取県立倉吉未来中心 本校教員延べ４名が講師として参加した。

セミナールーム７ 本校学生延べ４名がサポートとして参加した。
日時：平成18年7月27日（木）13：00～16：30
場所：鳥取県立県民文化会館

会議室２
対象：中学生（各10名募集）

［参加者；   10人，内（小中高の先生；      人）（生徒；   10人)］
［講演；        件］   ［発 表；        件］   ［ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ；        件］

マツダ財団への助成申請額 千円 マツダ財団からの助成額 千円
100 100

その他の資金 千円 その他の資金 千円
受講料　@2,000円×20人 40 受講料　@1,950円×10人 20

合     計 千円 合     計 千円
140 120

千円 千円
○消耗費 60 ○消耗費 69
電気・電子部品等の消耗品費 電気・電子部品，ガラス器具・試薬等の消耗品費
○通信･運搬費 10 ○通信･運搬費 14
中学校への案内，応募者への通知等郵送費 小学校への案内，応募者への通知等郵送費
○印刷･複写費 10 ○印刷･複写費 10
テキスト，ポスター，報告書等作成費 テキスト，ポスター，報告書等作成費
○賃借料 20 ○賃借料 17
２会場賃借料 ２会場賃借料
○旅費・交通費 20 ○旅費・交通費 10
講師４名分 講師２名分

合     計 千円 合     計 千円
140 120

－ １  －

受付番号

米子工業高等専門学校

電子制御工学科

中山　繁生

２００６年     ８  月        日

（事業期間；     2006年      7月    26日 ～      2006年       7月      27日 ）

（                               ）

計                 画 実       施       結       果

 No。 2006KJ - 009事 業 結 果 要 約 報 告 書
－科学技術振興関係－

財団法人
御中マツダ財団

事
 

業
 

内
 

容

収
 
 

入

支
 
 

出

ナカヤマ　シゲキ

（TEL； 0859-24-5033）                                    

マツダ財団から受けた 助成金                １００千円 による事業結果について、
次のとおり報告します。

中学生のためのやさしい電子制御回路教室

内容：まず簡単な電気回路についての説明をおこなう。
次にトランジスタやコンデンサなど主要部品に関する特
徴と取り扱い方法について説明し，更に電子回路組立
てに用いるブレッドボートについても説明をおこなう。

 

（出典 総務課企画協力係資料）
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資料Ｂ－１－①－13 理工学振興会助成 報告書 

 

平成１7 年度教育研究助成「研究成果の報告書」 

研究題目：熱機関・冷凍装置を実感するサイクル模型教材の製作 

米子工業高等専門学校 機械工学科 森田 慎一 

図 1 は，本教育研究で製作したエンジン（熱機関）である．エンジンは，4 ピストン 4 シリンダ

のα型スターリングエンジンであり，往復運動から回転運動への変換はロス機構と呼ばれる方式

を採用した．シリンダ・ピストン数を 4 組としたことは，小さいが始動させると意外に迫力があ

り，強く学生の興味を惹かせる結果となった．また，ロス機構を採用したことで高速回転での実

演ができたことも，学生へのインパクトを強めたと思われる． 

図 2 は，本研究助成により製作したクーラー（冷凍機）教材である．クーラーは，冷却部に設

置された熱電対温度計による温度データをデジタル温度計によって表示できるように配慮した．

クーラーの実演は，数分間で 10K を超える温度低下を実現できたため，デジタル温度表示を見せ

ることでスピード感ある実演を可能とできた．デモンストレーションの最後には，冷却部に触れ

させて実際に冷たくなっていることを感じさせた．このことは，さらに強い印象を残す結果につ

なげることができたと思われる． 

 

図 1 本教育研究にて製作した 

エンジン（熱機関） 

図 2 本教育研究にて製作した 

クーラー（冷凍機） 

（出典 総務課企画協力係資料） 
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資料Ｂ－１－①－14 オープンキャンパス 募集要項 

 

 

 

（出典 学生課教務係資料）
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資料Ｂ－１－①－14 オープンキャンパス 募集要項 

 

 

 

（出典 学生課教務係資料）
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資料Ｂ－１－①－15 「高校生向けの液晶講座」受託研究申請書 

 

（出典 総務課企画協力係資料）
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資料Ｂ－１－①－16 「高専等活用中小企業人材育成事業」応募提案書 

 

（出典 総務課企画協力係資料）
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資料Ｂ－１－①－18 県立図書館との連携協定書 

 

（出典 総務課企画協力係資料）

資料Ｂ－１－①－１７ 図書館利用案内 抜粋 

 

（出典 米子高専図書館情報センターホームページ） 
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資料Ｂ－１－①－20 研究生，聴講生及び科目等履修生制度について学則より抜粋 
米子工業高等専門学校学則 

  

第 1 章 本校の目的 

 （目的） 

第１条 米子工業高等専門学校（以下「本校」という。）は，教育基本法（昭和 22 年法律第 25 号）の精神にの

っとり，学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育

成することを目的とする。 

 

第 10 章 研究生，聴講生及び科目等履修生 

  （研究生） 

第 58 条 本校において，特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは，校長は，教育研究に

支障がない場合に限り，選考の上研究生として入学を許可することがある。 

２ 前項に関し必要な事項は，別に定める。 

 （聴講生） 

第 59 条 本校において，特定の授業科目について聴講することを志願する者があるときは，校長は，教育研究に

支障がない場合に限り，選考の上聴講生として入学を許可するとこがある。 

２ 前項に関し必要な事項は，別に定める。 

 （科目等履修生） 

第 60 条 本校所定の授業科目のうち，一又は複数の授業科目の履修を志願する者があるときは，校長は，教育研

究に支障がないと認められる場合に限り，選考の上科目等履修生として入学を許可することがある。 

２ 校長は，前項の規定により入学した者に対して単位の履修を認定することができる。 

３ 前２項に関し必要な事項は，別に定める。 

（出典 米子工業高等専門学校規則集データベース）

資料Ｂ－１－①－19 不動産管理規則 抜粋 
○米子工業高等専門学校不動産管理規則 

                                                            平成１６年４月１日

 （趣旨） 

第１条 この規則は，独立行政法人国立高等専門学校機構不動産管理規則（以下「機構不動産管理規

則」という。）に定めるもののほか，この規則の定めるところによる。 

 

 

 （不動産の使用） 

第１１条 不動産管理役は，本校所属の不動産を，その用途又は目的を妨げない場合で，本校の運営上

も支障がなく，教育研究その他公共の目的のため必要があると認めるときは，機構不動産管理規則

第２０条及び第２１条の規定に基づき，その使用又は収益を許可することができる。ただし，次の

各号の一に該当するものについては，これを許可することができない。 

 一 宗教活動を目的とするもの 

 二 営利を目的とするもの（教職員及び学生の福利厚生のために行う場合及び産学官連携に基づく事

業等を行う場合を除く。） 

 三 政治問題に関係のあるもので，学校又は本校教職員の政治的中立性について疑いを抱かしめる恐

れのある事項について，討議・決定を行うことを目的とするもの 

 四 違法・不当な内容の討議・決定を行うことを目的とするもの 

 

（出典 米子工業高等専門学校規則集データベース）
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資料Ｂ－１－①－21 お試し講座実施要項 

 

専攻科における試聴講生実施要項 

１ 趣旨 

この要項は，本校の専攻科における試聴講生に関し，必要な事項を定めるものとする。２ 試聴講生資格 

試聴講生として聴講できる者は，次のいずれにも該当するものとする。 

１）米子工業高等専門学校振興協力会会員企業等に勤務する者 

２）学歴は問わないが，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者 

３ 聴講期間 

  聴講の期間については，前期は概ね４月から７月まで，後期は，概ね１０月から１月までとする。 

４ 聴講志願の手続き 

  試聴講生として志願する者は，次に掲げる書類を聴講しようとする日の２週間前までに校長に願い出なけれ

ばならない。 

１）試聴講生願書（別紙様式 1） 

２）現に職を有しているものは，勤務先代表者の承諾書（別紙様式 2）又は依頼書 

５ 聴講の許可 

１）試聴講生については，出願書類等で選考の上，校長が聴講を許可するものとする。 

２）聴講を許可された者は，聴講開始までに誓約書（別紙様式 3）を提出しなければならない。 

３）試聴講生が聴講期間中やむを得ない理由で聴講を中断又は中止する場合は，校長の許可を受けなければな

らない。 

６ 聴講科目 

  試聴講生が聴講できる授業科目は常勤教員による講義とする。 

７ 聴講の回数制限 

聴講できる回数は聴講期間中において５回までとする。 

８ 聴講の人数制限 

  校長は，一科目において必要がある場合は試聴講生の人数を制限することができるものとする。 

９ 聴講料 

  試聴講生の聴講料は無料とする。 

10 聴講に必要な教材 

聴講に必要な教材は，本校で準備するものとする。 

11 他の規則等の準用 

この要項に定めるもののほか試聴講生の修学時における必要な事項は，学則及び学 

諸規則を準用するものとする。 

 

（出典 学生課資料）
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっている

か。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

公開講座等の学外向け講座を実施した際には，受講者の満足度などを調査するアンケートを行って

いる（資料Ｂ－１－②－１）。アンケート結果は，講座終了後に講座担当者が企画協力室へ報告書と

ともに提出することとしている（資料Ｂ－１－②－２）。講座内容等は，アンケート結果などを元に

学科長会議及び評議員会において検討を行うと同時に，その結果を各学科等にフィードバックし，次

年度の講座内容等の見直しを図っている（資料Ｂ－１－②－３）。 

平成18年度の各講座における満足度調査の結果と参加者数を資料Ｂ－１－①－１（40ページに前

出）に示す（別添資料Ｂ－１－②－１）。いずれの講座も比較的高い満足度を達成しているが，特に

出前講座の満足度は極めて高い。出前講座・ジョイント講座の実施件数が前年よりも大幅に増した結

果，総受講者数も増加し，より多数の市民へ学習機会を与えて地域貢献している。定員を設けている

公開講座とジョイント講座の参加者数を見ると，児童と保護者で参加する形式の講座は人気が高く，

受講者数が定員以上になっているものもある。特に親子参加型公開講座「ミニたたら製鉄によるもの

づくり教室」は財団法人素形材センターものづくりコラボレーション表彰「奨励賞」を受賞し，高い

評価を得ている（資料Ｂ－１－②－４）。一方，一般市民，中学生を対象とした講座では，受講者数

が定員を割り込む場合が見られる。開講日と中学校の学校行事等との兼ね合いなども一因であるが，

講座担当者や担当する学科による内容見直しにより，平成19年度の公開講座ではより魅力的かつ需要

のあるものへ講座内容を一部変更した（資料Ｂ－１－②－５）。また，イベントガイド（資料Ｂ－１

－①－11，47ページに前出）を前年度よりも２カ月以上早い２月末に作成し，学外への広報開始期間

を早めるなどの改善策が図られた。これら各講座を実施した教員には，校長裁量経費に公開講座収益

金を加えた「公開講座等助成金」を実績に応じて配分し，インセンティブを付与することで，地域貢

献活動の活性化を図っている（資料Ｂ－１－②－６）。 

平成18年度における本校図書館の一般市民による利用状況は，資料Ｂ－１－②－７のとおりであり，

一定数の利用がある。一般市民によるグラウンド等の体育施設利用については，第二体育館やテニス

コートの利用が多い（資料Ｂ－１－②－８）。特に６面ある砂入り人工芝テニスコートは近隣に同様

の施設が少ないため，比較的高い頻度で高校生の公式試合等を本校で行い，地域に貢献している。 

研究生，聴講生及び科目等履修生制度については，平成16～18年度の期間，一定数の利用があり，

成果を上げている（資料Ｂ－１－②－９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

出前講座の件数増加によって総参加者数が増加し，多数の学習機会を提供することができている。

各種講座のアンケート結果では，受講者の満足度が高く，成果を上げている。また，アンケート結果

などを元に科会等で議論して次年度以降の内容を変更するなど，改善を図るシステムが機能している。

また，一般市民による図書館，体育施設等の利用や研究生制度等の利用も一定数あり，地域貢献にお

ける成果を上げている。 
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資料Ｂ－１－②－２ 報告書とアンケート結果集計例 

 

資料Ｂ－１－②－１ 公開講座等アンケート回答用紙の例 

こども科学体験教室 （米子高専出前講座） アンケート 

１．時間の長さは？ 

Ａ：短かった  Ｂ：少し短かった  Ｃ：ちょうど良い  Ｄ：少し長かった  Ｅ：長かった 

２．この教室にまんぞくしましたか？ 

Ａ：とても 

まんぞく 

Ｂ：まぁまぁ 

まんぞく 

Ｃ：どちらでも

ない 

Ｄ：あまりまんぞく 

しなかった 

Ｅ：まんぞく 

しなかった 

３．どの実験がおもしろかったですか？（いくつえらんでも良い） 

 Ａ：液体ちっそであそぼう     Ｂ：光のふしぎ 

 Ｃ：その他（                                    ） 

４．今後、どんなイベントに参加してみたいですか？（いくつえらんでも良い） 

Ａ：科学
かがく

実験
じっけん

  Ｂ：ロボットのお話  Ｃ：電子
でんし

工作
こうさく

   Ｄ：パソコン教 室
きょうしつ

 

Ｅ：天体
てんたい

観測
かんそく

  Ｆ：建築
けんちく

模型
もけい

つくり  Ｇ：その他（                   ） 

５．その他、感想がありましたら、自由に書いてください。 

 

（出典 総務課企画協力係資料） 
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資料Ｂ－１－②－３ 講座内容の見直し 

（出典 平成 18 年３月 23 日，平成 19 年１月 12 日 物質工学科科会議事録）

資料Ｂ－１－②－２ 報告書とアンケート結果集計例 

 

（出典 総務課企画協力係資料）
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資料Ｂ－１－②－４ 

「ミニたたら製鉄によるものづくり教室」の「奨励賞」受賞 

 

（出典 文教速報 平成 18 年 12 月４日付） 
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資料Ｂ－１－②－５ 平成19年度開講予定の公開講座一覧 

 

（出典 総務課企画協力係資料）
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資料Ｂ－１－②－６ 公開講座等助成金規定 

 

（出典 平成 17 年 12 月 21 日 運営会議資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

幼児から高齢者まで幅広い年齢層を対象とし，内容も理系だけでなく文系も含めた幅広い分野の各

種講座を実施している。開講件数も多く，正規課程学生以外へ多くの学習機会を提供している。公開

講座では本校の施設設備を開放し，有効活用をしている。また，各講座を実施する教員へインセンテ

ィブとして一定額の研究費を配分し，正規課程学生以外への教育サービスの活性化を図っている。本

校図書館では，鳥取県立図書館，米子市立図書館と連携し，相互に蔵書の貸出が可能である。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

 

資料Ｂ－１－②－９ 平成16～18年度研究生，聴講生および科目等履修生制度利用状況 

研究生，聴講生，科目等履修生数 

年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

研究生 1（Ａ科） 1（Ａ科） 1（専攻科） 

聴講生 0 0 0 

科目等履修生 0 0 0 

          括弧内はそれぞれの所属 

（出典 学生課資料） 

資料Ｂ－１－②－７ 平成18年度一般市民による図書館利用状況 

区分 学生 教職員 校外者 合計
入館者数 134人 44，500人
図書貸出者数 4，915人 263人 96人 5，274人
図書貸出冊数 9，332冊 577冊 262冊 10，171冊

平成18年度一般市民による図書館利用状況

44，366人

 

 （出典 学術情報係資料）

資料Ｂ－１－②－８ 平成18年度一般市民による体育施設利用状況 

期日 時間 場所 人員 使用料

18.11.18 13時～17時 第一体育館 50人 1，980円

平成18年度一般市民による体育施設利用状況

 

（出典 財務係資料）
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（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

本校は，鳥取県西部地域に存在する唯一の工業系の高等教育機関として，地域社会の発展に貢献す

るための地域密着型の開かれた高専になることを目的のひとつとしている。この目的の達成のため，

実施に必要な組織（地域共同テクノセンター・図書館情報センター）・制度・改善システム等を設け

て，公開講座・出前講座・ジョイント講座・図書館開放・研究生・聴講生等の制度等，正規課程の学

生以外に対する教育サービスを計画的に実施している。 

 本校が開講している公開講座等は，高い満足度を達成しており，開講した講座件数と総受講者数が

平成 18 年度には急増していることから，大きな活動の成果があったことが分かる。これらの講座を

実施した教員には，インセンティブとして一定額の研究費を配分し，地域貢献活動の活性化を図って

いる。また，米子市教育文化事業団との連携協定を結ぶなど，活動の強化にも努めている。 

図書館については，鳥取県立図書館などとの連携による相互貸出システムの導入により広く施設・

設備を利用してもらうための取組を行っている。 

 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的達成状況が良好である。 
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